








イ)アミ/酸微量定量法の開発

(1)ガスリーの考案した BIA 法(Bacterial Inhibition Assay)は、極めてすぐ

れた方法であるが、熟練した技術者を必要とし、自動化は困難である。そこで

われわれは、自動化の可能な方法として、乳酸菌法によるアミノ酸の超微量定

量法の研究を行って来た。Phe、Tyr、His に関しては、既に 120℃・ 3 分間加

熱した 3mm ディスク一枚で定量が可能になった。今年度は、未加熱の濾紙上血

液を使用しうる方法の開発と、Leu Met、の定量法の開発を行った。未加熱濾

紙上血液を用うるために、乳酸生成程度を測定する、電位差測定法を採用した。


